（添付資料）
六角橋商店街地区まちづくりルール(全体区域)に基づく
申請者チェックリスト
　以下のチェックリストを参考に、該当する「ルールに基づく審査の適用を受ける行為等」の
「○」(適用される基準)、「△」(望ましい基準)を遵守すること。
但し、最終的なルールの適合・不適合判断は、六角橋商店街地区まちづくりルール審査委員会の審査による。
※「ルールに基づく審査の適用を受ける行為等」の欄の凡例 (ルール第14条)
「○」…適用される基準、「△」…望ましい基準
※「敷地種別」の欄の凡例 (ルール「別紙2 敷地種別図」参照)
Ａ…第9条第2項に該当する敷地 (ふれあい通りにのみ接する敷地)
　　　Ｂ…第9条第3項に該当する敷地 (ふれあい通りと法第42条(ふれあいのまち
通りを含む)に規定する道路の両方に接する敷地)
　　　Ｃ…第9条第4項に該当する敷地 (法第42条に規定する道路のみに接する敷地)
	敷地種別
	ルール第６条
ふれあい通りに関するルールの内容
	ルールに基づく審査の適用を受ける行為等

	
	
	(１)土地の区画形質
　　　　　 の変更
	(２)建築物の建築
	(３)工作物の建設又は設置
	(４)建築物等の用途の変更
	(５)建築物等の形態又は意匠の変更
	(６)その他 ルールに抵触する行為

	Ａ・Ｂ
	①幅員・法第42条に規定する道路への接続条件
	幅員は1.8ｍ以上であり、一般通
行の用に供され、両端が法第42
条に規定する道路に接続
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ
	②整備敷の整備1
	敷地の前面のふれあい通りの中心

線から水平距離1.35ｍの部分

（「整備敷」）が道路状に整備
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ
	③整備敷の整備2
	円滑な歩行環境に配慮した整備
(バリアフリー等)を実施
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ
	④整備敷の

維持・管理
	将来にわたり維持、管理が可能
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ
	⑤整備敷部分の

敷地面積
	整備敷の部分は、敷地面積に算入

不可
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ
	⑥整備敷に必要な設置施設
	整備敷の部分には、雨水排水を
適切に処理できる施設を設置
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ
	⑦整備敷・敷地の
境界線
(みなし道路線)
	整備敷と敷地との境界線は、境界杭等で明示され、その位置に縁石等を設置
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ
	⑧工作物・

物品等の設置
	ふれあい通り、整備敷及び消防活動上有効な通り抜け空間、並びに、これらの上部空間は、原則、工作物・物品等が設置不可
	○
	○
	○
	○
	○
	△


	敷地種別
	ルール第７条
消防活動上有効な通り抜け通路
に関するルールの内容
	ルールに基づく審査の適用を受ける行為等

	
	
	(１)土地の区画形質
　　　　　 の変更
	(２)建築物の建築
	(３)工作物の建設又は設置
	(４)建築物等の用途の変更
	(５)建築物等の形態又は意匠の変更
	(６)その他 ルールに抵触する行為

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	①消防活動上有効な通り抜け通路の整備
	別紙１区域図に示す消防活動上
有効な通り抜け通路を整備
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	②既に存する消防活動上有効な
通り抜け通路の維持・管理
	別紙１区域図に示す既に存する
消防活動上有効な通り抜け通路
は、火災時に有効に消防活動が
行える状態に維持、管理
	○
	○
	△
	△
	△
	△


	敷地種別
	ルール第８条
敷地に関するルールの内容
	ルールに基づく審査の適用を受ける行為等

	
	
	(１)土地の区画形質
　　　　　 の変更
	(２)建築物の建築
	(３)工作物の建設又は設置
	(４)建築物等の用途の変更
	(５)建築物等の形態又は意匠の変更
	(６)その他 ルールに抵触する行為

	Ｂ・Ｃ
	①店先空地
	ふれあいのまち通りに面する敷地は、各店舗の商品等の道路へのせり出しを防ぎ、かつ、敷地内での段差解消を実現するため、ふれあいのまち通りに面する建築物1階部分の壁面、もしくは、それにかわる建具等を道路境界線から後退させる等により、敷地内に店先空地を確保すること
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ
	②敷地の形状
	ふれあい通りのみに接する敷地
は、横浜市建築基準条例第４条に
規定する路地状部分を有していな
い敷地とすること
	○
	○
	△
	△
	△
	△


	敷地種別
	ルール第９条１項
建築物(対象区域全域の敷地)に関するルールの内容
	ルールに基づく審査の適用を受ける行為等

	
	
	(１)土地の区画形質
　　　　　 の変更
	(２)建築物の建築
	(３)工作物の建設又は設置
	(４)建築物等の用途の変更
	(５)建築物等の形態又は意匠の変更
	(６)その他 ルールに抵触する行為

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	①安心・安全に

滞在できる設え
	利用者が安心・安全に滞在する
ため、以下の設えとすること

ア 高齢者及び子育て世代等が
安全に利用できる設え

イ 消火活動及び避難活動が行える設え
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	②連続した賑わいのあるまちなみ保全
	建築物等は、連続した賑わいの
あるまちなみを保全するため、
以下の設えとすること

ア 1階の通りに面する部分は、
客用の出入口、販売カウンター、ショーケース、ショーウィンドウ等により、審査委員会が認める形態の開口部を設置

イ 建築物の屋根及び外壁の色彩又は装飾は、六角橋商店街地区の景観と調和

ウ 屋外広告物、商品陳列等の位置、大きさ、設置方法、色彩等は、六角橋商店街地区の景観と調和

エ その他

審査委員会が推奨する設え
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	③用途・規模

	六角橋商店街地区との調和が図れ
るもの
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	④1階の通りに面
する部分の用途
	住居は不可（住居の用に供する部
分が、廊下、広間、階段、エレベ
ーターその他これらに類するもの
のみであるものを除く）
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	⑤火気使用器具
又は設備等
	横浜市火災予防条例第４条の基準
に適合させるものとし、事前に
神奈川消防署の指導を受けること
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	⑥空調機の室外機、換気扇の排出口等
	原則、アーケード内に設置不可
	○
	○
	△
	△
	△
	△


	敷地種別
	ルール第９条２項
建築物(敷地Ａ)に関するルールの内容
	ルールに基づく審査の適用を受ける行為等

	
	
	(１)土地の区画形質
　　　　　 の変更
	(２)建築物の建築
	(３)工作物の建設又は設置
	(４)建築物等の用途の変更
	(５)建築物等の形態又は意匠の変更
	(６)その他 ルールに抵触する行為

	Ａ
	①用途・規模
※(第9条1項(対象
区域全域の敷地)の「用途・規模」に関する基準に追加)
	六角橋商店街地区との調和が図れ
るもので、原則、次のいずれかに
該当
ア 延べ面積100㎡以下の事務所・
店舗等

イ 事務所・店舗等の延べ床面積が
100㎡以下の兼用住宅

ウ 建替えの場合は、従前と同一・
類似用途で同一規模

エ 延べ面積100㎡以下の事務所・
店舗等併用長屋・共同住宅等
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ
	②構造
	耐火建築物、又は、外壁・軒裏が

1時間準耐火構造の準耐火建築物
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ
	③外壁の開口部
	設置禁止、又は、隣接建築物間で
開口部の位置を対面させない等、
防火上適切な安全措置を講じて
設置（ふれあい通りに面する部分
を除く）
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ
	④階数
	2階以下
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ａ
	⑤道路斜線制限等
	みなし道路線から4ｍ外側の棟と
の間の土地を法第42条の道路と
みなし、道路斜線制限等に適合
	○
	○
	△
	△
	△
	△


	敷地種別
	ルール第９条３項
建築物(敷地Ｂ)に関するルールの内容
	ルールに基づく審査の適用を受ける行為等

	
	
	(１)土地の区画形質
　　　　　 の変更
	(２)建築物の建築
	(３)工作物の建設又は設置
	(４)建築物等の用途の変更
	(５)建築物等の形態又は意匠の変更
	(６)その他 ルールに抵触する行為

	Ｂ
	①用途・規模

※第9条1項
(対象区域全域の敷地の
「用途・規模」に関する基準に追加)
	六角橋商店街地区との調和が図れ
るもので、ふれあい通りのみに面
して事務所、店舗等の客用の出入
口を設けるものについては、原則、
次のいずれかに該当

ア 延べ面積100㎡以下の事務所・
店舗等

イ 事務所・店舗等の延べ床面積が
100㎡以下の兼用住宅

ウ 建替えの場合は、従前と同一・
類似用途で同一規模

エ 延べ面積100㎡以下の事務所・
店舗等併用長屋・共同住宅等
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ｂ
	②構造
	外壁及び軒裏が、1時間準耐火構造
の準耐火建築物（法42条に規定
する道路に面する部分を除く）
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	Ｂ
	③外壁の開口部
	設置禁止、又は、隣接建築物間で
開口部の位置を対面させない等、
防火上適切な安全措置を講じて
設置（ふれあい通り又は法42条に
規定する道路に面する部分を
除く）
	○
	○
	△
	△
	△
	△


	敷地種別
	ルール第９条４項
建築物(敷地Ｃ)に関するルールの内容
	ルールに基づく審査の適用を受ける行為等

	
	
	(１)土地の区画形質
　　　　　 の変更
	(２)建築物の建築
	(３)工作物の建設又は設置
	(４)建築物等の用途の変更
	(５)建築物等の形態又は意匠の変更
	(６)その他 ルールに抵触する行為

	Ｃ
	①敷地Ｃのうち(ふれあいのまち通り東側の道路境界線に面する建築物を除く) 同敷地種別図に示すAの敷地又はBの敷地に接する敷地の建築物の外壁の開口部
	設置禁止、又は、隣接建築物間
で開口部の位置を対面させな
い等、防火上適切な安全措置を
講じて設置(法42条に規定する
道路及び敷地に面する部分を
除く)
	○
	○
	△
	△
	△
	△

	敷地種別
	ルール第１０条
アーケード状の上家に関するルールの内容
	ルールに基づく審査の適用を受ける行為等

	
	
	(１)土地の区画形質
　　　　　 の変更
	(２)建築物の建築
	(３)工作物の建設又は設置
	(４)建築物等の用途の変更
	(５)建築物等の形態又は意匠の変更
	(６)その他 ルールに抵触する行為

	Ａ・Ｂ
	①アーケード状の上家
	「アーケード状の上家基準(六角橋商店街地区限定)」に適合すること
	○
	○
	△
	△
	△
	△


	敷地種別
	ルール第１１条
防災の取組に関するルールの内容
	ルールに基づく審査の適用を受ける行為等

	
	
	(１)土地の区画形質
　　　　　 の変更
	(２)建築物の建築
	(３)工作物の建設又は設置
	(４)建築物等の用途の変更
	(５)建築物等の形態又は意匠の変更
	(６)その他 ルールに抵触する行為

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	①火災発見時の
通報、避難指示
	火災を発見した際、まず、第一に
119番通報を行い、その後、来街者
及び周辺店舗等に注意を促すこと
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	②関連設備の設置
　・定期的な点検
	円滑な初期消火及び避難等を円滑
に行うため、六角橋商店街地区に
適切な設備を設置するとともに、
定期的な点検を行うこと
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	③消火経路、避難経路、避難場所の整備・定期的な点検
	円滑な初期消火及び避難等を円滑
に行うため、消火経路、避難経路、
避難場所の整備・定期的な点検を
行うこと
	○
	○
	○
	○
	○
	○


	敷地種別
	ルール第１２条
安心・安全な商業環境の保全の取組
に関するルールの内容
	ルールに基づく審査の適用を受ける行為等

	
	
	(１)土地の区画形質
　　　　　 の変更
	(２)建築物の建築
	(３)工作物の建設又は設置
	(４)建築物等の用途の変更
	(５)建築物等の形態又は意匠の変更
	(６)その他 ルールに抵触する行為

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	①機材音が発生する機材
	機材音が、周辺店舗及びお客様に

迷惑のかからないよう配慮
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	②広告物、商品等

	道路・及び、整備敷にせり出さな
い等、通行の妨げにならないよう
努めること
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	③利用者が滞在
できる設え
	建築物等には、休憩場所等の利用
者が滞在できる設えとすること
(※推奨)
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Ａ・Ｂ・Ｃ
	④防犯
	防犯カメラの運用や定期的な防犯
活動に努めること
	○
	○
	○
	○
	○
	○


